
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発⾏︓さいたま市市⺠活動サポートセンター（指定管理者︓公益財団法⼈さいたま市⽂化振興事業団）／2023 年 8 ⽉ 

【参加団体⼀覧（敬称略）】 
①笹目川の環境を守る会②岩槻観光ボランティアガイド会③歌声の集い④世界⽂化料理交流会 
⑤市⺠ボランティアの会⑥埼⽟栄中学⾼等学校総合探求部⑦世界に目を向けよう〜今、私たちにできること〜 
⑧地域 ICT クラブさくら⑨特定非営利活動法⼈浦和美園 SCC カルチャー⑩いきがい⼤学伊奈さいたま会 
⑪特定非営利活動法⼈さいたまチャイルドライン⑫アリスねっと⑬⼀閑張りを広める会⑭さいたま国際芸術祭 2023 
 
各団体の活動がわかる紹介パネルと個性溢れる夏祭りの飾りつけで、 
センター内がとても華やかになりました♪ 
展⽰期間中は参加団体の紹介動画の放映やパンフレットの配布も⾏いました。 
パネル展をご観覧いただいた⽅々には団体の活動の熱意や 
楽しさが⼗分に伝わったかと思います。 
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 
次回は 12 ⽉にクリスマスをテーマにした活動紹介パネル展を予定しています。 
是非ご参加ください︕ 

 

 
 

 

令和５年度 サポートセンター♥フェスティバル♥ 

開催日決定！！ 

今年度は今年度は今年度は今年度は 2024202420242024 年年年年 3/23/23/23/2（土）・（土）・（土）・（土）・3/33/33/33/3（日）（日）（日）（日）に開催します！に開催します！に開催します！に開催します！    

夏祭り飾り de 活動紹介パネル展を開催しました！ 

 
 
■法律相談 

弁護⼠が市⺠活動に関する無料相談を⾏います。 
・⽇時 8 ⽉〜10 ⽉の⽊曜⽇ ※祝⽇を除く  

▼15:00〜▼16:00〜▼17:00〜▼18:00〜 
・対象  
市⺠活動団体 

・定員  
各時間 1 団体 

・申込⽅法  
サポートセンターにて 
当⽇受付（先着順） 

 
■会計相談 

公認会計⼠などによる市⺠活動団体の会計についての無料
相談を⾏います。 

・⽇時 ①8 ⽉ 18 ⽇（⾦）②9 ⽉ 15 ⽇（⾦）③10 ⽉ 20 ⽇（⾦） 
     ▼13:00〜▼14:15〜▼15:30〜 
・対象 市⺠活動団体  ・定員 各時間１団体 
・会場 市⺠活動サポートセンター ラウンジ 
・申込期間 ①8 ⽉ 4 ⽇（⾦）〜11 ⽇（⾦） 

②9 ⽉ 1 ⽇（⾦）〜8 ⽇（⾦） 
③10 ⽉ 6 ⽇（⾦）〜13 ⽇（⾦） 

・申込⽅法  
来館・電話・ＦＡＸにて、サポートセンターにご連絡ください。 

NPO 法⼈や市⺠活動団体のための相談会 

 

「市内 19 施設のコミュニティセンター」、「市⺠活動サポートセンター」、「プラザイースト」、「プラザウエスト」の利⽤団
体による展⽰会を開催します。各地域で活動されている団体が⼀堂に会して⽇頃の成果を発表したり、ワークショ
ップを開催します。 
・⽇時 10 ⽉ 1 ⽇(⽇) 10:00~15:00 ・会場 市⺠活動サポートセンター ラウンジ 
 
手をつなごう︕さいたま市⺠活動夢マルシェ   

市⺠活動を⾒て知って体験してみよう︕様々な団体が展⽰・ワークショップ・販売など楽しいマルシェを開催します。 
・⽇時 第 10 回 10 ⽉ 14 ⽇（⼟）※荒天延期（10 ⽉ 15 ⽇(⽇)） 
・会場 浦和駅東⼝駅前市⺠広場  ・主催 さいたまつくりての輪 

「コミセン・サポセン・プラザ施設」利⽤団体による展⽰会 

手をつなごう︕さいたま市⺠活動夢マルシェ 

さいたま市市⺠活動サポートセンターフェスティバルとは︖ 
さいたま市内で活動されている市⺠活動団体の皆さまの活動ＰＲとともに、 
団体相互の親睦や交流を図り、市⺠活動への理解や関⼼を⾼めて市⺠活動の輪を広
げ、新たな市⺠参加を促進することを目的として開催する 2 ⽇間のお祭りです。 
サポートセンターフェスティバルに参加して団体の紹介や活動発表、ワークショップなどを⾏
い、会員募集をしたり、市⺠の皆さまに活動を知ってもらいましょう︕ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■Canva を使ってチラシ勉強会〜超⼊門〜 

グラフィックデザインツール「Ｃａｎｖａ」を使⽤し、簡単できれい
なチラシの作り⽅を学びます。 

・⽇時 9 ⽉ 9 ⽇(⼟)13:30〜16:00 全 1 回 
NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 

・講師 鈴⽊佐登美（⼋王⼦市市⺠活動⽀援センター職員） 
・定員 10 名・持ち物 ノートパソコン（メールを受信できるもの） 
筆記⽤具・会場 美園コミュニティセンター 第 1・2 集会室 
・申込開始⽇ 受付中 

■市⺠活動とＳＤＧｓ講座（みんなで学ぼうＳＤＧｓ） 
持続可能な開発目標である「SDGs」と市⺠活動についてみん
なで学びませんか。 

・⽇時 10 ⽉ 28 ⽇(⼟)14:00〜16:30 全 1 回 
・対象 NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 
・講師 上⽥壮⼀（⼀般社団法⼈ Think the Earth）・ 
森啓祐（ＳＤＧｓさいたま応援団）・定員 30 名 

 筆記⽤具 ・会場 サポートセンター 中央ラウンジ 
・申込開始⽇ 8 ⽉ 28 ⽇(⽉) 10:00〜 

■市⺠活動応援塾〜会計の基礎＆資⾦調達
初めの⼀歩〜 

市⺠活動に必要な会計の基礎と資⾦調達について学びます。 
・⽇時 11 ⽉ 12 ⽇、19 ⽇(⽇)14:00〜16:30 全 2 回 
・対象 NPO または市⺠活動に興味関⼼がある⽅ 
・講師 ⾦⼦由⾥⼦⽒（公認会計⼠・税理⼠）定員 15 名     

 電卓・筆記⽤具 
・会場 RaiBoC Hall レイボックホール（市⺠会館おおみや） 

集会室８ 
・申込開始⽇ 9 ⽉ 8 ⽇(⾦) 10:00〜 

 

今年は岩槻区の「ふれあいプラザいわつき」のおまつりにて活動内容
を発表する団体を募集します。 

⽇時︓11 ⽉ 25 ⽇（⼟）・26 ⽇（⽇）  

対象  市⺠活動団体  定員 1〜2 団体 

申込開始⽇  受付中 
 

【問合せ・申込先】  
さいたま市市⺠活動サポートセンター 
TEL:048-813-6400 FAX:048-887-0161 
E-mail:supportcenter@saitama-culture.jp 

※メール、FAX でお申し込みの際は以下をお知らせください。 
件名︓講座名 本⽂︓⽒名・電話番号・市⺠活動の有無 

 市⺠活動のために役⽴つ講座  
♥芸術活動助成⾦（2024 年度実施事業⽤） 

／公益財団法⼈朝⽇新聞⽂化財団  
目的 ⾳楽会、美術展覧会等への助成を通じて、⽂化、芸術 
等の発展、向上に寄与することを目的とします。 
助成対象 ⾳楽分野、美術分野の 2 分野 
芸術的⽔準が⾼いと認められ、原則としてプロ、あるいはプロを
目指す芸術家が出演者、出展者として⾏う事業。 
※⾳楽︓クラシック、オペラ・バレエ、能・⽂楽・歌舞伎、邦楽（伝統⾳

楽）等の公演・⾳楽祭 

※美術︓絵画、彫刻、写真、映像など美術作品の展覧会や芸術祭 

申請者資格 (1)芸術活動・事業を主催する公益法⼈や非
営利団体、個⼈(2)公益法⼈や非営利団体が主催する芸
術祭等に出演・出展するグループ、個⼈ 
助成⾦ 1 件あたり 5 万円から 100 万円 
募集締切 10 ⽉ 31 ⽇（⽕） 
【問合せ】 公益財団法⼈朝⽇新聞⽂化財団 
〒100-0005 東京都千代⽥区丸の内 2-1-1 明治生命 6 階 
TEL︓03-6269-9441 FAX︓03-6269-9442 
E-mail︓josei@asahizaidan.or.jp 
 

    

♥がん患者団体助成事業（2024 年度助成） 
／公益財団法⼈正⼒厚⽣会 

概要 がん患者やがん患者を⽀援する団体が主体となって取り組む優
れた事業に助成します。相談窓⼝の開設や⼩冊⼦の発⾏、シンポジウ
ムの開催、インターネットによる情報発信など、企画運営が対象です。
単年度の助成が基本ですが、⻑期計画が必要と認められる場合、3
年を上限に継続助成することもあります。 
応募資格 国内で活動するがん患者会、がん患者やその家族を⽀援
するグループ（医療機関内の患者会等を含む）など。法⼈格の有無
は問いません。 

助成対象 2024 年 4 ⽉〜12 ⽉末に実施される事業 
助成額 1 件（1 団体）あたり 50 万円以下 
募集締切 10 ⽉ 17 ⽇（⽕） 

【問合せ】 公益財団法⼈正⼒厚生会事務局 
〒100-8055 東京都千代⽥区⼤⼿町1-7-1 読売新聞ビル29 階 
TEL︓03-3216-7122 FAX︓03-3216-8676 
E-mail︓skouseikai@yomiuri.com 
 

※詳細・最新の情報は、問合せ先の応募要項を必ずご確認ください。 

 助成⾦情報 

    ⽇時 

    講師 

    定員 

    会場 
    持ち物 

    申込開始⽇ 

    ⽇時 

    講師 

    定員 

    会場 

    申込開始⽇ 

    対象 

    ⽇時 

    対象 

    講師 

    持ち物 

    会場 

    申込開始⽇ 

    持ち物 

さいたま市で活動する市⺠活動団体にInterview (vol.10) 特定非営利活動法⼈⼦ども⽂化ステーション 

【お問い合わせ先】 特定非営利活動法⼈⼦ども⽂化ステーション                       
TEL︓048-653-0407 ／FAX︓048-782-4004／E-mail︓kodomobunka05@ybb.ne.jp 
HP : http:/www.npo.lsnet.ne.jp/kodomobunka 

コミセンまつりマッチング 

    ⽇時 

    対象 

申込開始⽇ 

    定員 

公益財団法⼈正⼒厚生会▶ 

公益財団法⼈朝⽇新聞⽂化財団▶ 

第 10 回目にご紹介する市⺠活動団体は、当センターのプレイ
ルーム、授乳室の装飾デザインにご協⼒いただきました「特定非
営利活動法⼈⼦ども⽂化ステーション」です。この度は代表理事
の武藤定明さんにお話を伺いました。 

「⼦ども⽂化ステーション」はどのような団体ですか︖団体の
活動を始めてみようと思ったキッカケを教えてください。 

以前は、⼦ども関係の NPO の全国ネットの事務局⻑を務め
ていましたが組織が⼤きくなっていくにつれて⼦どもと触れ合う機
会が少なくなってきました。そのようなこともあり、「⼦どもに⽂化
を︕生きるチカラを︕」をテーマに⼦どもが豊かに育つ地域社
会づくりのために⼦どもたちと⼀緒に地域づくりをしたいとの思い
で 2005 年に NPO 法⼈をさいたま市で⽴ち上げました。 

⽇頃どんな活動をされているか教えてください。 
①⼦育て⽀援②⼦どもの芸術⽂化③⼦どもの異⽂化交流
④⼦どもの体験・社会参画⑤⼦どもと⾼齢者の交流⑥情報
発信・ネットワークの６つの柱を基盤として企画・実施していま
す。特に、「⼦育て⽀援センターきた」はさいたま市の委託を受
け、地域のみんなで⼦育てを︕をテーマに、2008 年より運営
しています。「※シアタースタート」は舞台芸術に出会うことが難
しい環境にある⼦どもたちが、プロフェッショナルの舞台（シアタ
ー）に触れるプログラムで 2007 年から現在まで⻑く続いてい
ます。また、⼦どもの主体的な参加による⼦どもがつくるまち「ミ
ニさいたま」事業をさいたま市と協働で 2010 年に⽴ち上げ継
続しています。 

  ※「シアタースタート」は、貴団体の商標登録です。 

コロナ禍での活動で困ったことはありますか。 
イベントは中⽌になり、施設も臨時休館となりました。施設に
来れなくて、交流できない親⼦のために、Zoom を活⽤した
「オンラインひろば」で 15 分程度のプログラムを休館中週 2 回
のペースで実施しました。私も「武藤先生と遊ぼうのコーナー」
で持てる技を全て出し切りました(笑)。 

活動をしていて印象に残っていること、素敵なエピソードなど
をご紹介していただけますか︖ 

⾚ちゃんの頃から「⼦育て⽀援センターきた」に来ていた⼦が少
しずつ成⻑して、今では「ミニさいたま」のスタッフとして地域のな
かで中⼼となって活躍しています。そんな⼦どもたちの育ちの過
程が⾒られるのは⼤変うれしいことです。この仕事を続けていて
よかったなと思うことのひとつです。 

p 

⼊会のお手続きを教えてください。 
会員には個⼈の正会員、サポート会員、団体の賛助会員が
あります。また、ボランティアスタッフはイベントごとに募集してい
ますので、⼦ども⽂化ステーションのミッションに賛同していただ
ける⽅はお気軽にお問い合わせください。 

⼦どもたち、親御さんとの関係で⼤切にしていることはあり
ますか︖ 

⼀番⼤切にしていることは⼦どもが主体で活動できているかで
す。「ミニさいたま」で⼤⼈が準備してしまうのは簡単ですが、ま
ずは⼦どもがやりたいことをだし合い、何が必要なのか考えま
す。最後はやりたいことが実現したり、実際にできることが少し
変わることもありますが、その過程を⼦どもは⼤切にしています
し、なにより⼦どもは⾃ら生きる⼒を持っていて、確実にやりと
げ成⻑していきます。 
⼦どものやりたいという気持ちを⼤⼈の価値観で奪わないでほ
しいです。⼦どもを⽀援するのは⼤事なことですが、それが過
剰になると⼦どもにとっては負担になることもあります。 

市内の皆さんに向けて、PR したいことなど、メッセージをお
願いします︕ 

⼦どもたちが楽しめるものが社会にはたくさんあります。まずは
興味があるものをいろいろ体験させてほしいです。その中に⼦
ども⽂化ステーションの活動も選択肢の⼀つに⼊れてもらえた
ら嬉しいです。 

     
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューを終えて・・・ 
施設内に⼦どもたちの楽しい笑い声が聞こえている中でインタ
ビューさせていただきました。⼀つ⼀つの質問に熱く、丁寧に語
る武藤さんは「ミニさいたま」の⼦どもたちの間では「むーみん」と
呼ばれているそうです。そのお⼈柄が紙⾯を通じて少しでも読
者の皆様に伝われば幸いです。  

    定員 


